






























The Relationship between Mother’s Cooking Confidence and Dietary Life

























































































































子どもには保護者の手作り料理を食べさせたい（＊p<0.05）     調理済み食品をよく利用しない（※）（＊p<0.05） 
       外食が多くない（※）（＊p<0.05）           食事を通じて家族の絆を深めたい（＊p<0.05） 
 
    食卓は子どもの心を育てる場だと考える（＊p<0.05）     食事中楽しい会話をするよう努力している（＊p<0.05） 
食事が楽しくなるような盛り付けや彩りなどを工夫している（＊p<0.05）  食事中はテレビがついていない（※）（＊p<0.05） 
※ 分析の際に分かりやすくするために否定的な質問項目を肯定文へと変換して表記した． 
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母親の調理に対する自信と食生活との関連
要約
　本研究では，幼児の母親が調理の自信を持って食生活を営んでいるかを調査し，食事観・食
環境と子どもの様子との関連性を調べ，家庭での食事づくり向上を目指すための基礎資料とし
た．
　その結果，母親の調理の自信と食事観・食環境との関連については，「子どもには保護者の
手作り料理を食べさせたい」，「調理済み食品をよく使用しない」，「外食が多くない」，「食事を
通じて家族の絆を深めたい」，「食卓は子どもの心を育てる場だと考える」，「食事中楽しい会話
をするよう努力している」，「食事が楽しくなるような盛り付けや彩りなどを工夫している」，「食
事中はテレビがついていない」の８項目において，調理の自信がある母親の方がない母親より
有意（p<0.05）に好ましいことが示された．この結果から，家庭での食事づくり向上を目指す
には，母親が調理に自信を持つことが重要であることが示された．さらに，母親の調理の自信
は，内食を心掛けること，食事により良い母子関係を築こうとしていること，手作りを努力す
ること，盛り付けや彩りなどの工夫することおよび調理技術が高いことにより構築されている
と推察された．
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